
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
の
福
島
敦

子
さ
ん（
キ
ャ
ス
タ
ー
、エ
ッ
セ
イ

ス
ト
）は
、
ま
ず
、
第
２
次
大
戦

後
の
１
９
４
７
年
か
ら
１
９
４

９
年
に
生
ま
れ
た「
団
塊
の
世

代
」は
お
よ
そ
７
０
０
万
人
。
２

０
０
７
年
以
降
は
、
こ
の
世
代

が
60
歳
を
超
え
、
大
定
年
時
代

を
迎
え
ま
す
。
常
に
日
本
の
社

会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け

て
い
る
団
塊
世
代
の
金
融
経
済

に
つ
い
て
考
え
た
い
。
今
後
の
日

本
社
会
の
モ
デ
ル
と
な
り
う
る

の
か
と
問
題
を
投
げ
か
け
た
。

こ
れ
に
対
し
、
漫
画
家
の
弘

兼
憲
史
さ

ん
は
、
私

も
同
じ
団

塊
世
代

で
、
高
度

経
済
成

長
、
バ
ブ

ル
経
済
崩

あ
る
」と
考
え
を
示
し
た
。
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
の
原
因

は
企
業
文
化
、
体
質
に
根
差
し

て
い
る
例
が
多
く
、
経
営
者
の

姿
勢
が
特
に
重
要
で
あ
る
と
述

べ
た
。

「
利
益
重
視
は
一
時
期
、
企

業
を
活
性
化
す
る
と
し
て
も
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
を
誘
発

す
る
。
株
主
重
視
も
同
様
で
あ

る
。
企
業
活
動
の
ピ
ー
ク
に
近

づ
く
こ
ろ
が
弊
害
の
始
ま
り

で
、
企
業
の
成
功
体
験
が
弊
害

の
源
で
あ
る
」と
も
述
べ
、コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
の
多
様
な

側
面
を
取
り
上
げ
た
。

さ
ら
に「
内
部
統
制
は
企
業

価
値
の
向
上
に

つ
な
が
り
、
適
切

な
構
築
、
運
用
は

経
営
者
の
基
本
的
な
責
任
で
あ

る
。
ま
た
会
社
の
不
祥
事
が
発

覚
し
た
場
合
、
重
要
な
意
義
を

持
つ
だ
ろ
う
。
内
部
統
制
シ
ス

テ
ム
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制

の
構
築
、
実
践
は
す
ぐ
れ
た
経

営
ト
ッ
プ
の
役
割
と
責
務
で
あ

る
」と
論
づ
け
た
。

活
動
を
続
け
て
き
た
が
、
引
退

に
際
し「
お
客
様
を
大
切
に
し
、

苦
情
を
減
ら
さ
な
い
と
、
業
界

の
将
来
は
な
い
。
最
近
の
法
廷

で
は
過
失
相
殺
割
合
が
ゼ
ロ

（
取
引
員
が
１
０
０
％
敗
訴
）の

例
が
珍
し
く
な
い
こ
と
を
認
識

し
て
ほ
し
い
」と
厳
し
い
注
文

を
つ
け
た
。
特
に
、
先
の
参
議

院
財
務
金
融
委
員
会
で「
不
招

請
勧
誘
の
禁
止
」が
示
唆
さ
れ

た
こ
と
を
重
視
し
、
ト
ラ
ブ
ル

防
止
を
最
優
先
課
題
と
す
る
と

と
も
に「
役
所
か
ら
い
わ
れ
た

こ
と
を
形
だ
け
で
や
っ
て
い
る

よ
う
で
は
ダ
メ
、
顧
客
の
知
識
、

経
験
、
資
力
な
ど
に
応
じ
た
取

引
と
は
ど
う
い
う
取
引
か
、
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
皆
で
よ
く
考

え
て
実
践
し
て
ほ
し
い
」と
述

べ
た
。

ま
た
升
田
氏
は「
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
違
反
を
防
止
す
る
た

め
に
は
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の

構
築
と
運
用
が
緊
急
の
課
題
で

日
商
協
は
７
月
４
日（
東
京
、

サ
ン
ケ
イ
プ
ラ
ザ
）、
11
日（
大

阪
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
大
阪
）の
両
日
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
強

化
特
別
事
業
の
一
環

と
し
て
第
８
回
経
営

幹
部
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。

テ
ー
マ
は「
法
廷
現
場
か
ら

み
た
商
品
先
物
取
引
業
の
課

題
」（
松
本
美
恵
子
弁
護
士
）と

「
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
と
商
品

先
物
取
引
業
界
」（
升
田
純
弁
護

士
）。
松
本
氏
は
二
十
数
年
に

わ
た
っ
て
先
物
業
界
で
弁
護
士

の
負
の
遺
産
の
処
理
に
追
わ
れ

て
、
そ
の
顧
客
サ
ー
ビ
ス
は
世
界

的
に
み
て
周
回
遅
れ
に
な
っ
て
い

る
。し

た
が
っ
て
、
個
人
が
き
ち

ん
と
し
た
金
融
経
済
の
知
識
を

持
た
ざ
る
を
え
な
い
と
述
べ
、

ロ
ー
リ
ス
ク
・
ロ
ー
リ
タ
ー
ン
商

品
か
ら
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ

ー
ン
ま
で
の
様
々
の
金
融
商
品

を
解
説
し
た
。

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研

究
科
の
伊
藤
元
重
教
授
は
、
団

塊
世
代
、
つ
ま
り
、
ベ
ビ
ー
ブ

ー
マ
ー
の
問
題
は
米
国
で
も
欧

州
で
も
世
界
主
要
国
で
一
斉
に

起
こ
っ
て
い
る
。
貯
え
て
き
た

も
の（
ス
ト
ッ
ク
）を
ど
う
使
う

か（
フ
ロ
ー
）が
大
切
で
す

―

と
説
い
た
。

そ
の
後
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
来

場
者
の
皆
さ
ん
で
、「
定
年
後

の
人
生
設
計
」に
つ
い
て
Ｙ
Ｅ

特
定
非
営
利
法
人（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
）の
金
融
知
力
普
及
協
会

主
催
、
東
京
工
業
品
取
引
所
、

先
物
協
会
協
賛
、経
済
産
業
省
、

金
融
庁
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
全
国
銀
行

協
会
、
日
本
証
券
業
協
会
後
援

の「
団
塊
世
代
の
た
め
の
金
融

経
済
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、『
自

分
流
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
探
し

日
本
ユ
ニ
コ
ム
は
６

月
29
日
付
で
重
光
達
雄

副
社
長
の
社
長
昇
格
を

決
め
た
。
河
島
毅
社
長

は
副
会
長
に
就
任
。

重
光
　
達
雄
（
し
げ
み
つ

た
つ
お
）１
９
８

１
年
関
東
学
院

大
学
経
済
学
部

卒
、
日
本
ユ
ニ
コ

ム
入
社
。
92
年
取
締
役
、
99
年

常
務
、
２
０
０
２
年
専
務
。
04

年
副
社
長
、
05
年
エ
フ
・
エ
ッ
ク

ス
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
社
長
。

神
奈
川
県
出
身
、
48
歳
。

オ
リ
オ
ン
交
易
は
、
６
月
15

日
付
で
若
村
郷
専
務
が
社
長
に

昇
格
し
た
。
篠
原
定
功
社
長
は

退
任
。

若
村
　
郷
（
わ
か
む
ら
　
さ

と
し
）
１
９
７

５
年
立
命
館
大

学
経
済
学
部

卒
、
光
商
事
入

社
、
オ
リ
オ
ン
交
易
に
商
号
変

更
。
91
年
取
締
役
、
99
年
常
務
、

２
０
０
４
年
専
務
。
54
歳
。

オ
リ
エ
ン
ト
貿
易
の
社
長
に

６
月
27
日
付
で
福
田
國
幹
氏
が

就
任
し
た
。
白
鳥
忠
志
社
長
は

退
任
。

福
田
　
國
幹
（
ふ
く
だ
　
く

に
も
と
）
早
稲

田
大
学
第
一
商

学
部
卒
、
１
９

５
９
年
日
産
証

券
入
社
、
68
年
セ
ゾ
ン
グ
ル
ー

プ
へ
転
籍
、
75
年
ダ
イ
エ
ー
グ
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界
に
は
必
要
な
い
と
考
え
ら
れ

る「
不
招
請
勧
誘
の
禁
止
」が
導

入
さ
れ
ず
と
も
、
す
で
に
個
人

情
報
保
護
法
違
反
で
す
。

商
品
先
物
取
引
は
、
一
攫
千

金
の
可
能
性
を
秘
め
た
ハ
イ
リ

ス
ク
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
の
投
資
で

す
。
こ
の
た
め
か
、
リ
ス
ク
を
十

分
に
説
明
し
な
い
で
勧
誘
す
る

問
題
業
者
も
現
れ
た
の
で
す

が
、
一
方
、
委
託
者
の
側
に
も
、

リ
ス
ク
を
承
知
で
投
資
し
な
が

ら
損
が
出
た
の
に
払
う
べ
き
お

金
を
払
わ
な
い
と
い
う
問
題
委

託
者
が
現
れ
ま
す
。
特
に
、
こ

れ
か
ら
の
市
場
振
興
の
一
翼
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
オ
ン
ラ

イ
ン
取
引
の
場
合
は
、
回
収
が

コ
ス
ト
に
合
わ
な
い
こ
と
を
見

越
し
て
故
意
に
未
収
金
を
放
置

す
る
問
題
委
託
者
が
出
ま
す
。

リ
ス
ク
を
と
ら
ず
に
投
資
す

る
こ
の
よ
う
な
問
題
委
託
者
の

出
現
は
、
真
剣
勝
負
の
市
場
参

加
者
の
意
思
の
集
大
成
に
よ
っ

て
達
成
さ
れ
る
公
正
な
価
格
の

形
成
を
阻
害
し
ま
す
。
オ
ン
ラ

イ
ン
取
引
を
は
じ
め
と
し
た
商

品
先
物
取
引
に
お
い
て
、
顧
客

と
会
社
、
そ
し
て
市
場
参
加
者

と
市
場
と
の
間
の
健
全
な
関
係

を
築
く
た
め
、
こ
の
よ
う
な
債

務
不
履
行
歴
の
あ
る
問
題
委
託

者
が
市
場
に
参
加
し
な
い
よ

う
、
そ
の
情
報
に
つ
い
て
交
換

す
る
体
制
が
必
要
で
す
。

時
代
は
変
わ
り
、
情
報
交
換

を
顧
客
の
同
意
な
く
行
う
こ
と

は
個
人
情
報
保
護
法
違
反
で

す
。
違
反
に
対
し
て
直
ち
に
罰

金
と
は
な
り

ま
せ
ん
が
、

法
律
違
反
が

明
ら
か
と
な

っ
た
場
合
の

企
業
へ
の
社

会
的
制
裁
に
は
重
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
株
主
の
厳
し
い
眼
が

あ
る
上
場
企
業
の
場
合
に
は
、

特
に
重
た
く
な
り
ま
す
。

今
や
、
時
代
は
変
わ
り
ま
し

た
。
問
題
委
託
者
に
負
け
な
い

唯
一
の
解
決
策
は
、
個
人
情
報

保
護
法
に
適
合
し
た
情
報
交
換

体
制
の
構
築
で
す
。
日
商
協
で

難
し
け
れ
ば
振
興
協
会
で
、
会

員
が
一
致
協
力
し
て
今
す
ぐ
構

築
す
べ
き
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。

ドットコモディティ
副社長

車田　直昭

社
会
の
中
で
存
在
す
る
、
ま

し
て
や
事
業
を
す
る
と
な
る

と
、
社
会
の
ル
ー
ル
に
従
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
を
受

け
て
の
退
場
に

な
り
ま
す
。
社
会

の
ル
ー
ル
に
は
、

業
界
団
体
の
自

主
規
制
ル
ー
ル
は

も
と
よ
り
、
広
い

意
味
で
は
道
徳
規
範
や
企
業
の

モ
ラ
ル
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
法

律
は
絶
対
に
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
コ
ア
の
ル
ー
ル
で
す
。

時
代
や
社
会
の
変
化
に
つ
れ

て
、
法
律
も
変
わ
り
ま
す
し
、

違
反
者
に
対
す
る
制
裁
も
変
わ

り
ま
す
。
路
上
駐
車
に
よ
る
交

通
渋
滞
や
交
通
事
故
を
解
消
す

る
た
め
、
わ
ず
か
の
時
間
の
駐

車
違
反
も
民
間
の
監
視
員
の
手

に
よ
っ
て
罰
金
と
な
り
ま
し

た
。
同
じ
こ
と
が
、
昨
年
施
行

さ
れ
た
個
人
情
報
保
護
法
に
も

言
え
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
法
に
よ
り
、

わ
れ
わ
れ
事
業
者
は
あ
ら
か
じ

め
顧
客
が
同
意
し
た
目
的
以
外

の
た
め
に
顧
客
の
個
人
情
報
を

利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
不
正
の
手
段
に
よ

っ
て
個
人
情
報
を
得
る
こ
と
は

厳
に
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ひ

と
昔
前
に
は
な
か
ば
日
常
的
に

商
品
取
引
会
社
が
や
っ
て
い
た

こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
ど

こ
か
ら
か
名
簿
を
調
達
し
て
こ

れ
を
も
と
に
勧
誘
の
電
話
を
か

け
る
と
い
う
こ
と
は
、
わ
が
業 情

報
交
換
体
制
の
構
築
を

問
題
委
託
者
に
負
け
な
い
業
界

山
種
物
産（
現
ア
サ
ヒ
ト
ラ

ス
ト
）社
長
で
（社）
商
品
取
引
受

託
債
務
補
償
基
金
協
会
理
事
長

を
つ
と
め
た
後
藤
典
雄
さ
ん
が

傘
寿
を
記
念
に
、
こ
の
ほ
ど
句

集『
青
き
炎
』を
上
梓
し
た
。
６

６
０
句
を
収
め
る
。

後
藤
さ
ん
は
尊
父
が
俳
諧
趣

味
の
方
だ
っ
た
か
ら
少
年
時
代

か
ら
俳
句
に
な
じ
む
環
境
に
あ

っ
た
が
、
本
格
的
に
手
を
染
め

る
の
は
辰
巳
倉
庫（
現
ヤ
マ
タ

ネ
）時
代
、
東
京
倉
庫
協
会
内

の
同
好
会
に
入
っ
た
頃
。

し
か
し
、
還
暦
を
迎
え
た
昭

和
60
年
に
疾
風
怒
濤
の
商
品
先

物
業
界
に
入
っ
て
、
俳
句
ど
こ
ろ

で
は
な
く
な
っ
た
。
10
年
間
の
ブ

ラ
ン
ク
の
後
、
平
成
８
年
宇
咲

冬
男
先
生
に
師
事
、
同
15
年
に

宇
咲
師
が
主
宰
す
る「
あ
し
た
」

新
人
賞
を
受
賞
、「
あ
し
た
」同

人
に
推
さ
れ
る
。

「
転
生
や
こ
の
道
一
途

青
き
踏
む
」

傘
寿
記
念
、

後
藤
典
雄
氏
が
句
集

表
題

の『
青
き

炎
』
は
、

今
日
を

生
き
る
と
い
う
命
の
営
み
の
中

で
得
た
一
句
「
青
き
炎
の
揺
ら

ぐ
身
を
灼
く
夏
野
か
な
」に
よ

る
。宇

咲
師
が
後
藤
さ
ん
の
句
才

に
は
じ
め
て
着
目
し
た
の
は
一

緒
に
旅
吟
し
た
時
の「
秩
父
路

に
入
る
や
俄
に
山
笑
う
」で
あ
っ

た
。
戦
火
を
く
ぐ
り
抜
け
た
人

な
ら
で
は
の
句
も
あ
る
。「
幾
山

河
越
え
て
来
て
寂
し
夏
の
蝶
」

「
蝉
鳴
く
や
今
生
の
身
を
振
り

絞
り
」。
両
親
を
詠
ん
だ
絶
品

「
父
母
が
い
て
ぼ
く
ら
が
冴
ゆ
る

星
に
お
り
」。
彼
岸
花
に
女
の
情

念
を
み
る「
情
念
の
ふ
た
た
び
曼

珠
沙
華
畦
に
」。
生
涯
現
役
、
青

春
の
心
を
持
ち
た
い
と
願
う
後

藤
ら
し
い
句
が
二
つ
。「
定
年
の

は
て
の
燦
々
冬
紅
葉
」「
風
光
る

気
宇
壮
大
を
身
の
内
に
」。

カ
バ
ー
に
奥
田
元
宗
画
伯
作

「
時
雨
」
を
配
し
た
の
は
山
種

関
係
者
な
ら
で
は
の
こ
と
。

少
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
10
月
の
４
、
０

１
７
億
円
に
次
ぐ
低
水
準
。
手

じ
ま
い
の
売
買
が
多
く
、
建
玉

が
減
っ
て
い
る
の
が
主
因
と
み

ら
れ
る
。

日
本
商
品
清
算
機
構（
Ｊ
Ｃ

Ｃ
Ｈ
）へ
預
託
さ
れ
る
全
国
６

商
品
取
引
所
の
取
引
に
関
す
る

預
託
証
拠
金
残
高
は
、
４
、
５

月
と
出
来
高
合
計
が
前
年
同
月

を
上
回
り
、
取
組
高
も
増
え
た

こ
と
も
あ

っ
て
５
、

０
０
０
億

円
台
を
保

っ
た
が
、

６
月
は
前

月
比
14
・

７
％
減
と

大
き
く
減 約

4
、
4
0
0
億
円
台
に

6
月
末
の
先
物
預
託
証
拠
金

月末の預託証拠金額残高の推移

月　末 証拠金計
2005年 6月 376,254,907

7月 370,156,422
8月 368,030,314
9月 383,713,602
10月 401,763,140
11月 461,604,650
12月 474,042,458

2006年 1月 503,332,177
2月 469,313,509
3月 496,838,656
4月 541,845,833
5月 515,359,981
6月 439,564,029

（単位：千円）

JCCH

日
本
ユ
ニ
コ
ム
は
重
光
氏

オ
リ
オ
ン
交
易
は
若
村
氏

自
分
流
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
探
す

経営幹部セミナー

「
豊
か
な
退
職
後
の
生
き
方
」
創
造

団塊世代のための
金融経済教育シンポ

７
月
15
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
土
曜
フ
ォ
ー
ラ
ム
放
送

て
』が
６
月
26
日
、
東
京
・
紀

尾
井
町
の
千
代
田
放
送
会
館
ホ

ー
ル
で
開
か
れ
、
中
高
年
層
中

心
に
約
２
０
０
人
が
参
加
、
熱

心
に
聴
講
し
た
。
こ
の
模
様
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
７
月
15
日

午
後
11
時
30
分
か
ら
翌
日
零
時

40
分
に
か
け
て
の「
土
曜
フ
ォ

ー
ラ
ム
」で
放
送
さ
れ
る
予
定
。

団
塊
世
代
７
０
０
万
人

壊
な
ど
を
経
験
し
ま
し
た
が
、

日
本
の
こ
の
時
代
に
生
き
て
き

た
の
は
、
大
変
し
あ
わ
せ
な
こ

と
で
、
人
類
史
上
で
も
最
も
い

い
時
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
と
述
べ
つ
つ
、
60
歳
代
に
持

っ
て
い
る
金
の
７
割
は
旅
行
、

投
資
な
ど
に
使
っ
て
世
の
中
に

還
元
す
べ
き
だ
と
強
調
し
た
。

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
荻

原
博
子
さ
ん
は
、
未
上
場
株
の

購
入
で
損
す
る
人
な
ど
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
会
社

で
経
営
計
画
づ
く
り
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
た
ご
主
人
が
夫
婦

の
こ
と
を
考
え
て
家
計
設
計
を

な
さ
れ
た
ら
、
と
提
案
し
た
。

多
摩
大
学
大
学
院
の

田
隆

道
客
員
教
授
は
、
日
本
の
個
人

金
融
資
産
は
１
、
５
０
０
兆
円

に
達
し
、
団
塊
世
代
の
退
職
金

80
兆
円
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、

日
本
の
金
融
機
関
は
バ
ブ
ル
期

金
融
サ
ー
ビ
ス
周
回
遅
れ

奉
仕
精
神
芽
生
え
派
か

日商協

法
令
遵
守
は
ト
ッ
プ
の
責
任

Ｓ
、
Ｎ
Ｏ
を
た
ど
る
タ
イ
プ
別

診
断（
死
ぬ
ま
で
現
役
派
、
も

う
一
度
学
生
派
、
田
舎
暮
ら
し

派
、
奉
仕
精
神
芽
生
え
派
、
子

離
れ
進
め
よ
派
、熟
年
離
婚
派
、

堅
実
路
線
派
）を
行
っ
た
。

オ
リ
エ
ン
ト
交
易
は
福
田
氏

ル
ー
プ
へ
転
籍
、
２
０
０
２
年

日
本
ケ
ミ
テ
ッ
ク
社
長
、
04
年

九
州
産
業
交
通（
現
九
州
産
業

交
通
ホ
ー
ル
ディ
ン
グ
ス
）社
長
。

05
年
同
社
会
長
。
71
歳
。

【
社
名
変
更
】

入
や
萬
成
証
券
は
７
月
１
日

付
で
、
社
名
を
「
ば
ん
せ
い
証

券
」に
変
更
し
た
。


